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令和６年度 事業報告 

岡山理科大学専門学校 
 

建築と動物そして水生生物のスペシャリストを養

成。学生、保護者、学校、地域、関連業界の皆様に

支持され、愛される学校を目指します。
 

 

 

 

本校は、令和 7 年度に創立 50 周年を迎えます。半世紀にわたって多くの皆様方

に支持され支えられ、歴史と伝統のある専門学校として、数多くの「社会に貢献で

きる職業人」を送り出してまいりました。現代は、AI やロボットを始めとする急激

な科学技術の進歩のよって社会が急速に変化しています。それに伴って、職業人に

対する企業・業界・社会のニーズも変化していきます。本校では、変化する社会の

ニーズに柔軟に対応し、文部科学省が推進する職業実践専門課程の認定校として、

現状に満足せず、高い目標を掲げ、将来を見据えた学校運営に取り組んで参ります。 

 

 

 

＜重点施策＞ 

１．業界団体の意見や要望に応え得る人材育成のために、職業人育成に主眼を置き、教育内容の改善を行

います。 

２．「職業実践専門課程」を有する学校として、業界団体等が行う技術研修への教員派遣を積極的に進

め、教員の資質向上に努めます。 

３．より実効性のある教育体制を構築するために、教育組織の改善に取り組みます。 

４．急速に変遷し、グローバル化する社会のニーズを真摯に受け入れ、本校の特徴を生かして柔軟に対応

して行きます。 

５．本校のブランディング効果を上げるため、全教職員が協力して学校教育に当たります。 

 

岡山理科大学専門学校 校長 梶浦 文夫 
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Ⅰ．教育について 

１．教育に関する中期目標 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

（１）１年

次中に「キ

ャリア教

育」を体系

化する。 

①入学直

後から職

業人意識

を養成す

る「キャ

リアデザ

イン」の

履修を図

る。 

D-1 令和 5 年度から全学科の 1

年生が「キャリアデザイン」

を履修することになった。

現在、この科目は各学科の

チューターが担当している

が、令和 6 年度からは就職

担当の教員が全学科を担当

する。目的は、科目「キャ

リアデザイン」の時間内は

純粋にキャリアデザインの

学習をし、それぞれの学科

別の部分は就職ガイダンス

と共にチューターがホーム

ルーム等の時間を利用して

行うことにしたためであ

る。 

「キャリアデザイン」の授業を就職担当の教

員が担当し、学科独自の部分はチューターが

中心になってホームルームの時間に指導し

た。これによって、本来のキャリアデザイン

で学ぶことと学科独自の必要な知識をバラ

ンスよく学ぶことができつつある。今後は学

科のチューターと就職担当許員がより一層

連携を密にして指導にあたっていくことが

重要である。 

 

Ｂ 

②全学生

に「キャ

リアマナ

ー」の向

上を図る

ととも

に、「キャ

リアデザ

イン」の

履修を体

系化す

る。 

D-2 全学科の学生に「キャリア

デザイン」を履修させる。

また、特に接客が重要と考

えられる学科の学生に「ビ

ジネスマナー」を履修させ、

関係資格であるサービス接

遇検定の合格率向上を目指

す。 

全学科の学生に「キャリアデザイン」の授業

を履修させることができた。また、動物系の

4 学科で「ビジネスマナー」の授業を履修さ

せている。サービス接遇検定の 2 級は、受験

者数 23 名、合格者数 21 名、合格率 91.3％。

3 級は、受験者数 76 名（全員受験）、合格者

数 43 名、合格率は 56.6％であった。前年度

と比較すると、2 級は合格率が上がり、3 級は

合格率が下がった。 

Ｂ 

（２）学科

毎に職業に

直結した専

門知識・技

術・技能を

持った人材

育成のため

に、教育課

程編成の再

構築を行

う。 

①職能団

体の要請

に伴い、

カリキュ

ラムを弾

力的に編

成し、逐

次教育内

容の見直

しを行

う。 

D-3 ① 年 2 回の教育課程編成

委員会を通して企業か

ら得た情報をもとに、

実践的でかつ入学生が

学びたいと思えるカリ

キュラムを構築する。 

社会に出て役立つ資格

を少しでも多く取得で

きるよう、新たな資格

試験を検討する。 

① 年２回の教育課程編成委員会を実施で

きた。 

② 社会に出て役立つ資格として、新たに

「動物診療助手」の資格を取得できる

ようした。 

Ａ 

 

Ｂ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

②事業現

場の中核

を担える

人材を養

成するた

めに、学

生参加型

の授業展

開を推進

する。 

D-4 「設計製図」の授業にて、

学生に与える課題の一つに

学生が参加できる一般公募

型の設計コンペに出す作品

を採用し、実践的かつ実力

を発揮できるような授業展

開を行う。 

今年度は実施できなかった。来年度に向け

て早い時期からの計画が必要である。 

Ｄ 

③多様な

校外実習

と現場体

験によ

り、社会

のニーズ

を理解す

るととも

に研修施

設の開拓

に努め

る。 

D-5 ① 各学科で校外実習を再

開する。 

② 「古民家再生論」で

は、倉敷や児島、早島

などの街並みや再生現

場への見学を行い、

今、国内で問題となっ

ている空き家問題の解

消策を授業に取り入れ

る。 

① 建築学科では、高知県の隈研吾氏の作

品巡り、アクアリウム学科では高知県

と奄美大島へ研修旅行を実施した。ま

た、動物飼育トレーニング学科では北

海道のウマの生産、育成牧場を体験す

る研修旅行を実施した。 

② 校外実習が可能となったことによっ

て、現場への見学等が可能となり、

様々な問題の解消策を授業に取り入れ

ることができた。 

Å 

 

 

 

 

 

Å 

（３）建築

学科専攻科

と動物系総

合学科研究

科の意義を

再考し、人

材目標に合

ったカリキ

ュラム編成

に重点を置

く。 

①専攻科

と研究科

はワンラ

ンクレベ

ルの高い

学科とし

て位置付

ける。 

D-6 ① 「建築学科専攻科」、

「動物系総合学科研究

科」のカリキュラムを

再度見直す。 

② 地域が求める授業を編

成する。建築学科専攻

科では、地域が抱える

問題と課題（人口減少、

防災、空き家、福祉の

充実）を解決、推進す

るための地域創生まち

づくり活動のマネージ

メントを行う人材を養

成する「まちづくりフ

ァシリテーター養成講

座」がスタートした。

この科目をさらに発展

させる。 

① 今年度は大幅な見直しは実施できなか

った。 

② 今年度も「まちづくりファシリテータ―

養成講座」を開講することができた。 

Ｃ 

 

Ａ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

（４）入学

者確保のた

めの新たな

学費軽減策

を検討す

る。 

①学科毎

の受験者

数に応じ

て、奨学

生枠を付

与する。 

D-7 具体的な奨学生枠の仕組み

を検討する。 

 

現在検討中である。 Ｄ 

②受験者

の多い学

校との連

携を強化

する。 

D-8 ① 高等学校の研究発表会

等に積極的に参加し、

指導・助言をする。 

② 学内の卒業研究発表会

やシンポジウムに高校

生を招く。 

③ 高等学校と共同でイベ

ント活動を行う。 

① 今年度は実施できていない。 

② 今年度は実施できていない。 

③ 今年度は実施できていない。 

 

Ｄ 

Ｄ 

Ｄ 

（５）授業

アンケート

の完全実施

と集計・分

析による授

業評価を実

施。教育の

質の高位平

準化のため

の教員研修

の促進。 

①学習者

目線での

授業展開

を目指

し、アン

ケート結

果によっ

て、授業

評価を行

い、改善

策を指導

する。 

D-9 

 

 

① 授業アンケートを Web

にて円滑に行えるよう

にする。学生にも全科

目へ回答協力するよう

指導する。 

② 各教員に必要な研修に

参加させる。 

① Webでの授業アンケートは実施できてい

る。神のアンケートに比べて回答率が低

い点がまだ十分に改善できていない。 

② 本部主催のハラスメント研修に、全教職

員で参加できた。 

Ｃ 

 

 

Ａ 

（６）学科

毎の目標資

格取得率を

全校で共有

する。 

①各種資

格取得率

を格段に

上げる。

資格取得

困難学生

を重点的

にサポー

トする。 

D-10 ① 授業の中で、試験日に

照準を合わせて練習問

題等を実施する。 

② 学生が資格の重要性を

認識できるよう早い時

期にガイダンスを行

い、流動的な社会では

資格が必要不可欠であ

ることを理解させたう

えで資格試験に臨ませ

る。また、学内での講

習会だけでなく、外部

の通信教育なども積極

的に活用する取り組み

を行い、学生の学習し

やすい環境を整備す

る。 

① 愛玩動物看護師国家試験など国家試験

の対策講座を授業の形で行っている。今

年度から過去の問題の収集、対策などを

学園全体(岡山理科大学、倉敷芸術科学

大学、千葉科学大学、本校、アニマルケ

ア専門学校)で連携協力して行ってい

る。また、受験用の CBT 教材も活用して

いる。 

② 建築学科、愛玩動物看護学科の国家資格

は勿論のこと、他の学科の資格に関して

も資格取得の重要性を入学時から理解

させる必要があるが、まだ十分とは言え

ない。 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

（７）関連

企業・団体

との連携に

よる教育課

程編成。 

①職業実

践専門課

程の認定

要件であ

る「教育

課程編成

委員会」

の年２回

の開催を

以て、関

係業界が

求める人

材養成に

努める。 

D-11 ① 学校関係者評価委員会

を毎年実施する。 

② 適切な教育課程編成委

員による委員会を年２

回開催する。 

① 今年度も対面での学校関係者評価委員

会を実施できた。 

② 職業実践専門課程の認定を受けている4

学科全てで年 2 回実施できた。 

Ａ 

 

Ａ 

 

 

Ⅱ．研究・創作について 

１．研究・創作に関する中期目標 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

（１）研究

の重点化や

ブランド力

の向上を図

る。 

①各学科

の教育目

標と知

的・物的

資源を各

業界の問

題解決に

提案して

いく。 

D-12 ① トリミング学科では、

シニア犬に対するス

ピードトリミング、膝

や腰の弱い立姿が困

難な犬に対する美容

技術を修得させる。 

② アクアリウム学科で

は、授業と並行してク

マノミ以外の観賞魚

の量産・販売を計画す

る。また関連団体に参

加し、国内希少野生動

物種に指定されてい

る淡水魚の種を保存

する継代飼育、新たな

水槽のろ過システム

の研究開発等、環境問

題への取り組みを行

う。 

③ 地域社会の問題点を

調査し、問題解決への

提案を行う。 

① 昨年度と同様に、高齢犬、肢の悪い犬の

トリミングに対するスピードトリミング

の指導と実習を行った。 

② 予備試験的に、カエルアンコウ、ニザダ

イ類などの飼育。繁殖に取り組みを継続

し、更にタツノオトシゴにも取り組んで

いる。 

③ 今年度は実施できていない。 

 

Ａ 

 

 

Ｂ 

 

 

 

Ｄ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

（２）附帯

事業におけ

る利潤を追

求する。 

①各資格

取得の専

門講座を

充実させ

る。 

D-13 ① 各資格取得の為の専門

講座を一層充実させ

る。 

② 建築士対策講座におい

ては、外部からの受講

生を多く獲得できる

よう、更に魅力的な講

座になるよう追及し

ていく。 

① 愛玩動物看護学科では CBT 教材の利用を

開始している。また外部の模擬テストを

活用している。 

② 建築学科では対策講座を外部からも受け

入れている。 

 

Ａ 

 

 

Ａ 

 

 

Ⅲ．学生支援について 

１．学生支援に関する中期目標 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

（１）楽し

い学校を先

ず学生に印

象づけ、欠

席や中退を

無くす魅力

的な学生生

活を全校で

創る。 

①入学生

と在校生

の交流の

場を増や

す取り組

みを行

う。 

D-14 ① 学校内で球技大会や

学園祭等、学年、学

科の枠を超えて交流

の場を増やす。 

② 学友会の充実を図

る。 

③ 県内または近県で交

流できるイベントを

検討する。 

① 昨年度に続き全学科参加でボーリング

大会を開催した。レーン数の関係で全

学科同時開催ができなかったため、学

校全体での学生同士の親睦はできなか

った。 

② 新たにアクアリウムクラブ、釣りクラ

ブが誕生した。 

③ ドッグショーの準備、ミニ水族館計画

と学外への開放準備。 

 

Ｂ 

 

 

 

 

Ａ 

 

Ｂ 

（２）キャ

リア形成支

援を行う。 

①正課の

キャリア

教育と正

課外のガ

イダンス

や講演の

接続を図

る。 

D-15 ① 正課の授業の中でキ

ャリア教育に繋がる

現場の実際の仕事に

ついて説明するよう

に努める。 

② 学外から教員を招聘

して、学生の更なる

アイデアを引き出す

ヒントとなるような

特色のある授業を行

う。 

③ 正課外の多様な専門

職の講演により感性

の充実を図る。 

① 実務経験のある教員が多いため実際の

現場の仕事について説明するように努

めている。 

② 愛玩動物看護学科やアクアリウム学科

では、卒業研究発表の際に外部講師を招

き講演を実施している。 

③ 動物飼育トレーニング学科では、JRA の

調教師を講師に迎え、競走馬の調教の仕

事について詳しく説明を受けた。 

Ｂ 

 

 

Ａ 

 

 

Ａ 

 

②社会で

活躍する

卒業生の

講演を企

画する。 

D-16 研究発表会等で本校卒業

生による特別講演を実施

し、更なる学生の学習意

欲向上につなげる。 

アクアリウム学科が卒業研究発表会時に卒業

生を交えて活発なディスカッションをするこ

とができた。 

Ａ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

③全校一

斉の挨拶

週間、ゴ

ミ拾い、

ボランテ

ィアデー

を設ける

ことで、

学生一人

一人にキ

ャリア形

成の重要

性を認識

させる。 

D-17 コミュニケーション能力

の重要性を認識さ

せ、学生の活動意欲

をあげるため、ボラ

ンティア活動、交流

活動に積極的に参加

させる。 

動物愛護センター、動物愛護財団主催のフェ

スティバルへの学生・教員の派遣を行った。

池田動物園にて開催された岡山市の動物愛護

フェスティバルにも参加した。また、動物飼

育トレーニング学科の学生は場実大会の運営

の仕事にも携わっている。 

Ａ 

（３）心身

に問題を抱

えた学生の

学生生活を

サポートす

る。 

①教育相

談室と各

チュータ

ーの懇談

の場を設

け、学生

の悩み解

決に相互

協力体制

を敷く。 

D-18 ① 各学科にて、それぞ

れの時期で個別相談

を開催したり、時に

は保護者を呼んで三

者面談を行ったり、

学生一人ひとりと向

き合う時間を設け

る。 

② 専門の学園のカウン

セラーや外部の組織

との協力体制を整備

し、学生をサポート

していく。 

③ 教員は、普段の生活

から学生の態度や行

動を気にかけ、気に

なる学生がいれば他

の学生に配慮しつつ

声かけを行う。 

① 各学科の全学生に対して、主に就職を中

心に個別面談を行った。 

② 学園の専門のカウンセラーによる相談

やカウンセリングは実施できる体制を

整えている。 

③ 各教員が普段から学生の態度や行動に

気をかけるように心がけている。 

 

Ａ 

 

Ａ 

 

 

Ａ 

 

②発達障

がい者に

対する接

し方を学

ぶ外部講

師招聘に

よる教員

研修を増

やす。 

D-19 ① 学園内で実施される

研修会を積極的に利

用する。 

② 適切な外部講師招聘

による教員研修を実

施する。 

① 今年度は実施できなかった。 

② 今年度は実施できなかった。 

Ｄ 

Ｄ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

③身体障

がい者の

校内設備

利用の利

便性を上

げるため

の教職員

研修を増

やす。 

D-20 校内設備を改善し、利便

性の向上を図るとともに

専門の外部講師招聘によ

る教員研修を実施する。 

今年度は実施できなかった。 Ｄ 

（４）正課

外活動につ

いての支

援。 

①独自の

クラブ活

動や団体

参加のク

ラブ活動

の参加に

努める。 

D-21 今あるクラブ活動につい

て活動案内の場を適宜設

ける。 

主に入学時のオリエンテーション時にクラブ

活動の紹介を行っている。また、学生用の掲

示板に現在の活動中のクラブ一覧を掲示する

ように検討中。 

Ｂ 

（５）学生

の修学を促

進する取組

を行う。 

①修学困

難な学生

を支援す

るサポー

ト体制を

確立す

る。 

D-22 経済的困難による退学者

が出ないよう、在学生に

対して国の修学支援制度

の周知、チューターとの

コミュニケーション強化

などを定期的に行う。 

前期、後期のオリエンテーション時に説明を

している。また、学生からの相談があれば、

丁寧に対応するようにしている。 

Ａ 

②修学支

援体制が

充実して

いる学校

として知

名度を上

げる。 

D-23 授業料等の修学支援に関

して、本校では高等教育

修学支援制度、教育訓練

給付金制度、日本学生支

援機構の貸与奨学金等の

支援制度が整備されてい

ることを、高校訪問時や

オープンキャンパス時に

教員や保護者に対して説

明を行う。 

十分に行っている。 Ａ 

 

 

Ⅳ．国際化について 

１．国際化に関する中期目標 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

（１）留学

生の受け入

れを行う。 

①クラス

のコミュ

ニケーシ

ョンを推

進する。 

D-24 クラス全体で生活習慣、

言語などの相違を理解

し、コミュニケーション

を図る。 

現在 1 名の留学生が在籍している。関係の教員

およびクラスの学生とのコミュニケーション

もよく図れている。 

Ａ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

②一人一

人の学生

に真摯に

向き合

う。 

D-25 留学生の出身国を理解

し、意志疎通を図れるよ

う教員研修を実施する。 

現在在籍している留学生は、中国出身 1 名であ

る。留学生の出身国の中でも最も理解されてい

る国の一つであるため、教員全体を対象にした

研修は行っていない。 

Ｃ 

 

 

Ⅴ．地域社会連携・貢献について 

１．地域社会連携・貢献に関する中期目標 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

（１）地域

社会交友を

促進する。 

①地域の

ボランテ

ィアに積

極的に参

加する。 

D-26 ① ボランティア活動を

通して積極的に地域

の人とコミュニケー

ションをとる。 

② 各自治体が開催する

フェスティバル等に

積極的に参加する。

今年度は、動物愛護

フェスティバル、動

物愛護キャンペーン

等の参加を予定して

いる。 

① 愛護フェスティバル等に参加すること

ができた。 

② 動物愛護センター、動物愛護財団主催の

フェスティバルへの学生・教員の派遣を

行った。池田動物園にて開催された岡山

市の動物愛護フェスティバルにも参加

した。 

 

Ａ 

 

Ａ 

（２）関連

機関・団体

との連携・

協力を行

う。 

①常に時

代のニー

ズに合っ

た職業人

を養成す

る為、情

報収集に

努める。 

D-27 ① 職業安定所、自治体

等が開催する企業説

明会に積極的に参加

し、情報収集に努め

る。 

② 職業実践専門課程外

部委員及び学校評価

委員からの情報収集

に努める。 

③ 卒業生による特別講

演や、特別授業を実

施する。 

① 企業説明会に参加し、情報収集を行っ

た。 

② 十分に情報収集を行えている。 

③ 卒業研究の発表会の時に卒業生の講演

を実施した。 

 

Ａ 

 

Ａ 

Ａ 
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Ⅵ．組織・運営について 

１．組織・運営に関する中期目標 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

（１）学校

運営・教育

方針の周知

徹底を図

り、全教職

員の共有化

できる体制

づくりを策

定する。 

①「建学

の理念」

「専門学

校の使

命」を捉

えた「学

校運営」

「教育方

針」を協

議し、流

動的な社

会情勢に

呼応でき

る学校運

営をす

る。 

D-28 ① 教員資質の向上のた

め、外部団体、研究会

等への積極的参加を

推進する。 

② 常に組織の改革を実

践する。 

③ 問題点があれば早急

に改善点を話し合う

会議体制を構築す

る。 

① 愛玩動物看護学科教員が大阪で開催さ

れた動物臨床医学会に参加することが

できた。 

② 動物飼育トレーニング学科の体制が整

いつつあり、カリキュラムも改善され

た。 

③ 対面での運営会議、職員会議を通じて問

題点を話し合うようにした。 

Ａ 

 

 

Ａ 

 

 

Ａ 

②校長を

中心とし

た意思決

定会議を

明確に

し、各組

織の長の

権限と責

任を明確

にする。 

D-29 ① 新年度最初に作成し

た組織表に基づい

て、運営を実施する。 

② 全教職員が協力し合

える体制を強化す

る。 

① 組織表に基づいて運営できた。 

② オープンキャンパスを始めとする広報

活動、入試業務、入学式、卒業式などの

学校行事を度全教職員で協力して実施

することができた。 

Ａ 

Ａ 

（２）教員

の能力開

発・評価を

行う。 

①教員自

己点検シ

ートによ

り、主体

的な能力

向上を図

り、自己

目標とそ

の達成度

を評価す

る。 

D-30 ① 教員自己点検シート

により、自己目標と

達成度を評価する。 

② 教員能力向上につな

げるため、校長は点

検シートのフィード

バックを行う。 

① 事務職員の評価制度と比較して、教員評

価は授業アンケートのみである。 

② 授業アンケートに基づいて、学生からの

評価が低い教員がいれば、聞き取り、改

善指導を行うようにしている。 

Ｃ 

 

Ａ 

②関係機

関と協力

のための

教員派遣

を推進す

る。 

D-31 自己の視野を広げ、柔軟

な思考力習得のため、自

治体等関係機関の事業に

積極的に協力する。 

岡山県、岡山市の主に動物愛護事業に学生・

教職員が積極的に関わっている。 

Ａ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

（３）教員

の人材育成

システムを

構築する。 

①職能団

体より情

報収集を

行い研修

先の開拓

を図る。 

D-32 外部団体のイベント、研

究会等に積極的に参加

し、学生の研修先の開拓

に努める。 

学会、研究会、合同発表会、動物愛護フェス

ティバル、ドッグショー、馬術大会などに可

能な限り参加している。 

Ａ 

②教員研

修規約に

則り、年

間教員研

修経費の

予算を立

てて教員

派遣を推

進する。 

D-33 新任教員、中堅教職員を

中心として各種研修会に

積極的に参加する。 

十分に参加できていない。 Ｄ 

 

 

Ⅶ．内部質保証について 

１．内部質保証に関する中期目標 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

（１）内部

質保証シス

テムを確立

する。 

①機関評

価並びに

分野別評

価の実施

のため、

幹部職員

を研修に

派遣し、

学校評価

に対応す

る。 

D-34 ① 全学科を文部科学省

職業実践専門課程学

科として、適切な外

部編成委員及び学校

関係者評価委員によ

る各種会議を組織す

る。 

② 関係外部委員による

倫理委員会を開催す

る。 

① 職業実践専門課程認定の 4 学科で教育

課程編成委員会を年 2 回実施できた。ま

た、学校関係者評価委員会を実施でき

た。 

② 今年度は動物実験等が行われず、倫理委

員会開催されなかったが、必要に応じて

いつでも開催できる体制ができている。 

Ａ 

 

 

 

Ａ 

②学校自

己評価に

加え、学

校関係者

評価を行

い、結果

の情報公

開を履行

する。 

D-35 学校自己評価及び学校関

係者評価を情報公開す

る。 

Web ページ上に公開できている。 Ａ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

③運営側

と各下部

組織の意

思の疎通

を図る。 

D-36 ① 学校運営会議を定期

開催し、遅滞なく結果

を学内組織に周知し、

組織の意志疎通を図

る。 

② 「報告」「連絡」「相

談」体制を作り、学内

組織を強化する。 

① 学校運営会議は必要に応じて開催して

いる。その結果は朝礼、職員会議で周知

している。 

② 常に体制づくりを心掛けており、徐々に

改善されている。 

Ａ 

 

 

Ｂ 

（２）情報

の収集と分

析を行う。 

①学会、

研究会に

積極的に

参加す

る。 

D-37 最新技術や機器、情報を

いち早くカリキュラムに

反映させる為、積極的に

各種学会、研究会に参加

する。 

専門学校であるため学会参加は少ないが必要

な情報は様々な経路から収集し、カリキュラ

ムに反映させている。 

Ａ 

②自治

体、団体

の会議に

参加す

る。 

D-38 自治体主催の意見交換会

や団体の会議に積極的に

参加し、最新の情報を収

集する。 

今年尾はあまり参加できていない。 Ｃ 

③職業実

践専門課

程での会

議を積極

的に活用

する。 

D-39 カリキュラムの見直しや

学生の就職先のバックア

ップ等、社会のニーズを

満たす職業実践専門課程

の会議を定期的に実施す

る。 

 

カリキュラムの見直しは常に行っている。職

業実践専門課程の会議は必要に応じて開催で

きている。 

Ｂ 

 

 

Ⅷ．教育研究環境について 

１．教育研究環境に関する中期目標 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

（１）教育

環境のチェ

ックによ

り、安全で

快適な教育

環境を目指

す。 

①既存建

物の耐震

診断を実

施し、年

次計画を

立てて、

改修･補修

工事等の

実施を実

現する。 

D-40 開校時からの建物の耐震

化、修繕の年次計画を立

て、可能なものから実施

していく。 

 

安全に配慮し、校舎の修繕を適宜行っていく

ようにしている。建物の全面的な建て替えは

財務状況を見ながら検討していく。 

Ｃ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

②施設･設

備、備品

の老朽化

にともな

い、最新

の設備の

導入の整

備計画を

策定して

逐次実施

する。 

D-41 設備・備品の点検を行い、

最新設備導入計画を策定

する。 

教務システムの改善を行い、入学前から卒業

後までの学生の情報を一元的に扱えるシステ

ムがほぼ完成している。また、老朽化した設

備を適宜更新し、より良い学習環境の実現を

進めている。 

Ａ 

③校内禁

煙策を協

議し、快

適でクリ

ーンな校

内環境を

目指す。 

D-42 これまで構内分煙を実施

してきたが、校内全面禁

煙に向けて検討を行う。 

今年度より校内全面禁煙を実施している。 Ａ 

④ＤＸ推

進に取り

組み、快

適なＩＴ

環境を目

指す。 

D-43 現在使用している Google 

Meet は、ZOOM と比較して

負荷が高い。オンライン

授業を行う為のインター

ネット回線容量の増設や

学内ネットワークシステ

ムの更新など、ＤＸの基

盤となるＩＴ環境の整備

計画を更に進める。 

現時点で、学内の無線ＬＡＮは教職員のみが

使用しているので、学内のネットワークへの

負荷は抑えられている。今後学生に校内無線

LAN を開放すべきかどうかを検討していく。 

Ｂ 

（２）安全

衛生管理体

制を構築す

る。 

①教職員･

学生の安

全意識の

啓蒙に努

め、防災

委員会の

中に環境

アセスメ

ントを導

入し、安

全衛生管

理体制の

強化を目

指す。 

D-44 ① 防災訓練の数を増や

し、次回への改善点

を話し合い、安全に

学生を避難させる管

理体制を構築する。 

② 防災委員会を年に１

回以上開催する。 

 

① 今年度の防災・避難訓練は一部の学生の

みで行った。今後学生全員で実施できる

よう計画を立てる。 

② 学園全体の防災委員会を年 1 回実施し

た。 

Ｂ 

 

 

Ｃ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

②ユニバ

ーサルデ

ザインの

追求によ

り、全学

生及び外

来者が利

用しやす

い施設整

備を推進

する。 

D-45 ① 学生や外部利用者が

負担に感じることな

く使用できるような

施設整備を推進す

る。 

② 関係外部団体の利用

の推進を図る。 

① 校舎が斜面に４棟建設されており、階段

で接続されている。エレベーターや空中

廊下を設置する必要があるが、実施でき

ていない。 

② 今年度は実施できなかったが、次年度構

内の動物病院施設を活用した獣医・動物

看護系のワークショップの校内開催を

計画している。 

Ｄ 

 

 

 

Ｃ 

 

 

Ⅸ．運営・財政基盤について 

１．運営・財政基盤に関する中期目標 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

（１）教育

の基盤は安

定した財務

状況に起因

することを

校内統一見

解として、

各自が財務

安定化に向

けて目標を

持つ。 

①人件費率

の安定化

（60％）を

図る。 

D-46 60％以下に抑えた人件

費率を十分に維持し、適

切な教職員配置に努め

る。 

計画通り 60％に抑えた人件費率を維持でき

ており、適切な教職員配置を維持している。 

Ａ 

②適切な教

育研究費に

なるように

努め、在校

生数に比例

した経費の

予算組を立

てる。 

D-47 安定した入学者を確保

することで、学校運営・

財政基盤を確立させ、適

切な教育研究費にする。 

特に、愛玩動物看護学科及び動物飼育トレー

ニング学科については安定した入学者を確

保し、学校運営・財政基盤を確立させ、適切

な教育研究費にすることができている。 

Ａ 

③収支の改

善を実施す

る。 

D-48 この 3 年間学生数が増

加しており、施設設備や

実習費等が学生数に比

例して増えているが、必

要なもの不要なものを

見分け、適切な予算執行

に努める。 

この 3 年間学生数が増加しており、施設設備

や実習費等が学生数に比例して増えている

が、必要なもの不要なものを見分け、適切な

予算執行を行いました。 

Ａ 

（２）広

報・ブラン

ディング戦

略 

①地域の自

治体、団体

の動向を的

確に把握す

る。 

D-49 地域の自治体や団体の

イベントに参加し、連携

交流を行うことで信頼

関係を結び、広報活動に

つなげる。 

地域の自治体や団体のイベントに参加し、連

携交流を行うことで信頼関係を結び、広報活

動につなげました。また、高校だけでなく動

物関連企業などで行うイベントにも参加し

ました。 

Ａ 
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主な行事 

4 月 8 日 入学式 

4 月 9 日、10 日 オリエンテーション 

4 月 11 日 前期授業開始 

6 月 4 日、11 日 球技大会 

8 月 1 日～8 月 7 日 前期末試験 

8 月 8 日～9 月 30 日 夏季休暇 

10 月 1 日 後期授業開始 

10 月 26 日、27 日 RiSEN 祭 

12 月 23 日～1 月 6 日 冬季休暇 

1 月 27 日～1 月 31 日 後期末試験 

3 月 21 日 卒業式 
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学生数・教職員数 

■在籍学生数 

 

■卒業者数等一覧 

（令和６年度） 

区分 
修了者・

卒業者 
満期退学 

就職希望者 

A 

就職者 

B 

就職率 

B/A 
進学者 

退学者・

除籍者 
休学者 

留年者 

※ 

岡山理科大学専門学校 201 － 144 139 97% 32 24 2 1 

※修業年限を超えて在籍している学生数（令和 6 年 4 月 1日現在） 

 

主な就職先 

YKK AP(株)岡山支店，笠岡市役所，中国建設工業(株)，倉敷動物医療センター・アイビー動物

ク リニック，けいこくの森動物病院，さくら通り動物病院，ドッグサロン Pure 連島本店・妹

尾店， (株)なかやま牧場，ノーザンファーム，(特非)兵庫介助犬協会，(株)ひごペットフレン

ドリー， 秀長水産(株)，(公社)新潟県水産振興協会 

 

 

■教職員数 

 

（令和6年5月1日現在）

建築学科(昼間部) 40 32 80 69

建築学科(夜間部) 20 8 40 15

福祉住環境デザイン学科 （募集停止） － － －

計 60 40 120 84

映像情報学科 （募集停止） － － －

計 （募集停止） 0 0 0

愛玩動物看護学科 40 65 120 183

看護医療ｺｰｽ(2年制) （募集停止） － － －

高度看護医療・臨床検査ｺｰｽ(3年制) （募集停止） － － －

トリミング学科 40 30 80 56

動物飼育トレーニング学科 40 52 80 92

アクアリウム学科 40 28 80 59

計 160 175 360 390

220 215 480 474

専攻科 建築学科専攻科 15 15 15 15

研究科 動物系総合学科研究科 15 14 15 14

（単位：人）

収容定員 在学者数

工業
専門課程

合計

課程・学科名 入学定員

商業実務
専門課程

文化・教養
専門課程

入学者数

（令和6年5月1日現在）

校長 副校長 教員 教員　計 事務職員

（単位：人）

81 0 8 9
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財務関係 

■事業活動収支 

 

 

■財務改善に向けた取組 

今年度について、研究科専攻科を除いた学校全体の入学 

定員 220 名を充足している。また、経常収支差額につい

ても目標を達成することができている。今後は、入学者

増に伴い、実習場の拡充や整備が必要になる。 

1.収入増加対策 

退学者の増加が、収入減少の最大な要因の為、入学して 

きた一人ひとりの学生に対して、しっかりサポートを行

うよう努める。 

2.支出軽減対策 

教職員が経費（教育研究費・管理経費）の無駄をなくす 

意識で業務に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

■施設設備整備報告（抜粋） 

入学者増加に伴い、実習場拡充のため動物飼育施設増や雨天時も実施可能な実習場施設の整備、また、学生の利用環

境 を整えるための工事を実施した。 

主な施設関係                                       （単位：千円） 

事業名 金額 

ディスクドッグコート専用人工芝整備 4,840 

訓練競技・トレーニング仕様人工芝整備 2,888 

 

 

（単位：千円）

令和６年度
予算額

令和６年度
決算額

学 生 生 徒 等 納 付 金 434,900 425,695

経 常 費 等 補 助 金 38,300 31,036

そ の 他 収 入 15,250 11,948

計 488,450 468,679

人 件 費 192,030 181,209

教 育 研 究 経 費 138,721 126,282

管 理 経 費 33,356 29,586

そ の 他 支 出 0 0

計 364,107 337,077

124,343 131,602

収 受 取 利 息 等 10 106

支 借 入 金 利 息 等 115 115

△ 105 △ 9

124,238 131,593

収 資 産 売 却 差 額 等 0 199

支 資 産 処 分 差 額 等 0 4,602

0 △ 4,403

124,238 127,190

△ 17,620 △ 9,995

106,618 117,195

教育活動外収支差額

経常収支差額

特
別

特別収支差額

基本金組入前収支差額

教
育
活
動
収
支

収
入

支
出

教育活動収支差額

　　　　　　　　　年度
　　科目

基本金組入額合計

当年度収支差額

教
活
外


